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利用は４分の１にとどま

り、残りは焼却されたり、

埋め立てられたりしている

とのこと。

●海外の事例
　環境問題意識の高い海外

先進国では、脱フィルムカ

バーが進んでいる。

　右写真の事例は、英国の

大手クリーニングチェーン

だ。この会社では、顧客の

全てを優待特典のあるプラ

イオリティクラブに登録し

てもらうようにして、専用のハンガーバッグを

提供するようにしている。年会費約 2000 円で

会員となり、会員専用衣装バッグと 2枚の会員

カードが提供される。この衣装バッグの前上に

会員証を入れる透明なポケットがあり、1枚を

ここに入れ、もう１枚は、引取りの際の身分証

明書となる。衣装バッグのカード入れの下には、

チェックシートを入れるようになっており、依

頼する際、依頼する衣類の点数と注意

点を顧客が記載する。無い場合は、店

側の確認した内容が優先されるという

契約になっている。

　このバッグに入れて、顧客は衣類を

持ち込み、工場では顧客の記入したチ

ェックシートを確認

して、仕上がり品を

個々にフィルム包装

するのではなく、顧

客の分をまとめてバ

ッグに入れる。店舗

では、顧客にバッグ

ごとお渡しする。店

頭では、すべての仕

上がり品が、顧客ごとのバッ

グをレールに掛けてある。こ

うすることで、会員以外の仕

上がり品だけをフィルム包装

にし、ほとんどのフィルム包

装を無くしてしまった。顧客

は持ち込んだバッグのまま持

ち帰る。

　また米国では、グリーンガ

メント（Greengarmento）な

どのハンガーバッグ専門メー

　環境省と経済産業省は 8月 23 日、プラスチッ

クごみを削減するため、無料で提供される 12 種

類のプラスチック製品について、有料化や再利

用などの対策を義務づける方針を明らかにした。

　６月に国会で成立した新法「プラスチック資

源循環促進法」に基づく規制で、来年４月の同

法施行と同時の導入を目指している。

●有料化や再利用を義務化へ
　政令案などによると、規制の対象は使用量の

多いプラスチック製品で、コンビニエンススト

アやレストランなどで無償で提供されるスプー

ンやフォーク、ナイフ、ストローなど 12 種類が

指定されている。

　クリーニング店については、ハンガー、衣類

用のカバーが指定されている。

　この規制は、使用を制限するものではなく、

以下のような対策のうち一つ以上を実施するよ

う求めるものだ。

　〈１〉有料化〈２〉受け取らなかった客へのポ

イント還元〈３〉消費者に受け取りの意思確認

〈４〉再利用〈５〉代替素材への転換

　　　

　この規制では、プラ製品の使用量が年間５ト

ン以上の事業所については、対策を講じない場

合、国が勧告や社名公表などを行うことができ

るとしており、50 万円以下の罰金も科せられる。

これは、大手のコンビニや百貨店、スーパーな

どが対象となる。今回の規制は、プラスチック

ごみによる海洋汚染や気候変動問題への対策強

化が狙いだということだ。

　プラスチック循環利用協会によると、2019 年

に国内で排出されたプラスチックごみは 850 万

トンに上り、このうち材料や製品などへの再生
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一般社団法人日本テキスタイルケア協会提供

▲廃棄物処理場に運び込まれたポリフィルム

▲米国グリーンガーメントのホームページより

カーがあり、積極的に環境対策を訴えている。

　下写真では、「私たちはリユースできます！こ

れで 300 万以上のポリフィリルムカバーが節約

できます！時代の変化に対応しましょう！」「プ

ラスチックに溺れるのをやめなさい。革新的で

再利用可能な製品を今すぐお試しください。」と

ある。

　環境問題に取り組む姿勢を、クリーニング店

のイメージアップに積極的に取り入れているケ

ースも増えている。消費者の環境意識はスーパ

ーのレジ袋問題でも共感を得ており、クリーニ

ング店でも「地球環境問題に取り組んでいます」

という意思表示が、お客様に好感をもって迎え

られることだろう。

▲すべて顧客専用バッグに無包装で受け渡し


